
新年度あいさつ      所長 佐川 正城   
コロナ禍から日常が戻り、「ひたちシネマ」や「キッズシアター」を始め、交流センターでの上映会が活発となり、利用率も回

復し明るさが戻ってきました。新たに令和７年度を迎えることができましたことに改めて感謝申し上げます。 
AI時代に突入し、何が「真」か「偽」かを主体的にかぎ分ける直観力と情報活用能力とが求められる年となりそうです。 
本年度もまた、皆様のご支援により使命を果たせるよう努めますので、ご支援のほどよろしくお願いいたします。 

●令和６年度新収蔵DVD作品  

はなかっぱのぼうさいくんれん 

「おかしもち」でいのちをまもろう  ※幼児・小学生（低学年）向け 

公開：2024年 時間：14分  
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監修：公益財団法人市民防災研究所 

原作・キャラクター原案：あきやまただし 

子どもたちに大人気のはなかっぱが登場する防災アニメ教材。

「おかしもち」を合言葉に、地震が発生した時にはどのように

行動をとればよいか、一緒に学ぶことができます。 

 

 

 

新たなスタート       記念図書館と一体になった映像文化の推進 
  

当センターは、ＤＶＤなどの映像教材やプロジェクター

などの機材の活用をとおして、生涯学習や学校教育、文

化活動を支援する教育施設です。 

今年度から、当センターは、記

念図書館と組織をより一体化させ

た効率的な運営を図っていきま

す。    

これまでの歴史をさかのぼる

と、昭和 16 年に誕生した日立市

の市制施行２０周年記念事業のひ

とつとして、記念図書館（神峰町）

が、昭和 37 年（1962）に設立さ

れました。 

同時に、当センターの前身となる「日立市視聴覚ライブ

ラリー」が館内に併設され、学校や社会教育の学習を支援

するための視聴覚教育の一翼を担うことになりました。 

さらに、同 56 年（1981）に、「日立市視聴覚センター」

（末広町）が教育会館内に独立オープンすることで、これ

まで、40年間の教育活動を展開してきました。  

平成23年（2011）には、日立シビックセンター（幸町）

に移転し、多くの皆様にご活用いただいております。 

この間、少子高齢社会が進行し、SNS（交流サイト）とと

もに、デジタル高度情報通信社会の急速な進展により、い

つでも、どこでも、だれとでも居ながらにして、情報の受               

信や発信が可能となります。情報環境の変化に応じて、当

センターの役割も変化することになりました。 

将来、子どもたちが AI 時代に

おいても迷うことなく、「生きぬ

く力」を身につけるため、学校教

育では、一人１台のタブレット活

用による情報リテラシー（活用能

力）の向上を目標に取り組んでい

ます。 

以前と比べ、小中学校における

教材利用件数は減っていますが、

保育園や幼稚園では映像を利用

しての学びは活発です。 

人生100年時代において、映像文化を活用しての名画

鑑賞会は、地域活性化の方策の一つとして、必要不可欠

な取組であると考えると、本センターの存在意義は大き

いと思います。 

今後もなお一層、手厚く相談に応じ、上映会などをサポ

ートしていきますので、お気軽に声をおかけください。 
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令和7年4月1日（火曜日）から、視聴覚センター
の休館日を変更します。 
毎週月曜日は、休館となります。 
月曜日が祝日の場合は、翌日が休館となります。 

視聴覚資料室（視聴覚ライブラリー）があった記念図書館 
（現在の日立市教育プラザ） 昭和３７年の記録写真 

参考資料：『３５年の道程 ―視聴覚ライブラリーから視聴覚センターへ―』 平成４年（1992） 荒川隼人・見城秀男 


